
 

TEAM MITANI 

2026MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ 

Rd.1 愛知・岡崎大会 参戦レポート 

「IAS ３位＆５位＆６位表彰台！！」 
 

チーム体制 

監督・三谷知明     

副監督・三谷英明 

TEAM MITANI Honda  

小川友幸（RTL301RR） 武田呼人（RTL301RR） 

HRCクラブMITANI 

久岡孝二（RTL301RR） 浦山瑞希（RTL301RR） 村田慎示（RTL301RR） 古市光（RTL260R） 

冨田正義（RTL260R） 古市右京（RTL260R） 

VERTIGO with MITANI 

川添蒼太（NITRO RS2 3.0） 村田隼（NITRO 2.5） 

 

出場選手権：全日本トライアル選手権（全７戦）＋CITY TRIAL（IAS全日本格式）＋世界戦MOTEGI      

● 国際Ａ級スーパークラス 

ライダー   ： 小川友幸（４９歳） 武田呼人（２４歳） 久岡孝二（２７歳）  

アシスタント orサポート  ：  田中裕大＆川村道徳（小川友幸選手）、久岡誠二（久岡孝二選手）、 

加賀国光（武田呼人選手） 

● 国際Ａ級クラス 

ライダー   ： 浦山瑞希（１８歳） 村田慎示（５２歳） 川添蒼太（２４歳） 村田隼（２３歳） 古市光（２９歳） 

小倉功太郎（２６歳） 

アシスタント ：   浦山和巳（浦山瑞希選手） 上田万法（村田慎示選手）、 村上慈恩（村田隼選手）、 

             小倉暁（小倉功太郎選手） 

● 国際 B級クラス 

ライダー   ： 奥田欽哉（６３歳）  冨田正義(５８歳)  古市右京(５２歳) 

アシスタント ： 古市光（古市右京選手） 

 

メカニック：小川千秋 武田典久  顧問・相談役：川村道徳  写真：高橋明男   

チームフォロー：三谷将己 田中芳樹 山口賢吾  

 

2026全日本活動 メンバー TOPICS 

 

☆IAS：小川友幸選手がケガから復帰！ 

９カ月ぶりの公式戦！ 

 

 

 

 

 

 



全日本トライアル選手権 第 1戦 愛知・岡崎大会 

■開催日：202６年４月１２日 

■開催地：愛知県・キョウセイドライバーランド 

■天候：晴れ 

■競技：10セクション×2ラップ＋SS-2セクション 

■持ち時間：４時間３０分（１０セクション×２ラップ） 

■最多クリーン数：氏川政哉（ヤマハ）／武田呼人（ホンダ） １４ 

 

 

成績 

● 国際Ａ級スーパークラス 

☆３位☆：武田呼人   ５位：久岡孝二   ６位：小川友幸 

● 国際Ａ級クラス 

１５位：村田慎示   １９位：村田隼   ２５位小倉功太郎   ２７位：川添蒼太 

● 国際 B級クラス 

３１位：奥田欽哉   ６７位：古市右京   ８０位：冨田正義 

 

 

（Rd.１ 愛知・岡崎大会） 

 

２０２６年も地元のキョウセイドライバーランドでの開幕戦でした。ぽかぽか陽気、桜は散り始めていましたが、

咲いている桜もありましたので、春の景色を見ながら会場入りしました。中部ブロックは、セクション係が新体制

で、若い元選手が、かなりいいセクションを作っていました。渋滞対策も万全で、IB・レディース専用セクションを

設けるなどスムーズなレース進行へのアイデアが盛り込まれていました。業界を盛り上げようとする情熱に感謝

です。 

 

 

202６ Rd.1 PIT 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 R-1 PIT 

 

 

 



● 国際 B級クラス３１位 

ゼッケン３５：奥田欽哉選手  
TEAM MITANI TRRS300 

 

元 IAライダーのベテラン、今回はポイントはとれなかったも

のの、チームで最上位なのは、さすが。今年もポイント獲得を

目指す。 

 

 

 

● 国際 B級クラス６７位 

ゼッケン６１：古市右京選手  

HRCクラブMITANI RTL260R 

 

昨年、グランドチャンピオンで一桁入り。ＩＢ昇格１年目も、そ

の勢いで、上位を狙う意欲でしたが、完全に全日本の雰囲気に

のまれてしまった。これからです。 

 

 

 

● 国際 B級クラス８０位 

ゼッケン４９：冨田正義選手  

HRCクラブMITANI RTL260R 

 

ＩＢ昇格 1年目、1lap目の6secでオートバイともつれ込む

転倒で手首負傷し、診察では骨にひび、靭帯損傷の重症的な

怪我、2lap目は、ほぼ走れない状況でのゴール。 

 

 

 

● 国際Ａ級クラス１５位 

ゼッケン１６：村田慎示選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

ＩＡＳの降格組がエントリーにいる中、落ち着いた、まとめあ

げる走りは健在でしたが、2lap目大きく崩れた。少し残念な

結果だが、チームでは唯一ポイントを獲得する。 

 

 

 

● 国際Ａ級クラス１９位 

ゼッケン 25：村田隼選手  
VERTIGO with MITANI  NITRO2.5 

 

ＩＡ３年目。２０２５年はポイントを獲得するのがまず目標で、

初戦でいきなりポイントを獲得する。今年はもっと上位を目指

すも、ポイント圏外。強敵相手にスキルが足りないところだ。 

 

 

 

 

 



● 国際Ａ級クラス２５位 

ゼッケン０４：小倉功太郎選手  
TEAM MITANI  COTA301RR 

 

ＩＡ昇格ルーキーイヤー。練習時間から予測するとかなり苦

戦しそうだったが、２５位とまずまずの成績を出してくるから、

もともとベースレベルはあったのだと思う。 

 

 

● 国際Ａ級クラス２７位 

ゼッケン５５：川添蒼太選手  
VERTIGO with MITANI  RS2 300 

 

進化が問われる４年目だが、家業の仕事に追われて練習で

きないままのシーズン inとなった。しかし、予想以上に乗れて

いて、上位陣にＩＡＳ降格組がいるにもかかわらず、昨年と成績

は変わらないところにつけた。 

 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス３位 

ゼッケン７：武田呼人選手  

TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

２年目の TEAM MITANI Hondaは、武田にとって正念

場だ。昨年後半の悔しい思いをバネに、オフ中は苦手克服トレ

ーニング、追い込むトレーニングにひたすら取り組んだ。準備

万端で挑んだ開幕戦は、優勝争いをする３位表彰台。しかし、

悔しそうだった。 自己最高位を獲得した。 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス５位 

ゼッケン６：久岡孝二選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

オフ中のトレーニング、練習はひたすら山にこもり、意識高

い練習を繰り返していたのが印象的だ。昨年にも増して乗れ

てきている調子のいい状態だ。５位入賞に満足していない表

情をしていたので、この先楽しみだ。 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス６位 

ゼッケン８：小川友幸選手  
TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

不運な怪我から９カ月ぶりのレースとなった。リハビリ中の

肩と古傷の膝の悪化に苦しめられながらのシーズン inだ。ま

ずは試合勘を取り戻すところからの、実践リハビリがはじまっ

た。2lap目に逆転劇で６位を入賞を果たす。上場のスタート

だといえる。 

 

 



 

 

IASクラス 表彰式                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Next Race 

２０２６年５月１６-１７日 

２０２６ Hertz FIM トライアル選手権 第１戦 日本道路日本グランプリ  

栃木県 モビリティリゾートもてぎ 

2026年 5月 31日 

全日本トライアル R-2 モビリティーリゾートもてぎ 

記 TEAM MITAN：三谷知明 

 

チームスポンサー企業様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


